
主な著書
・ドイツにおける民衆扇動罪と過去の克服（福村出版・2012年）
・ヘイトスピーチの法的研究（共著 法律文化社・2014年）
・患者と医療従事者の権利保障に基づく医療制度 : 新型コロナウイルス禍を契機として考える
（共著 現代人文社・2021年）

・ヘイトスピーチ規制の最前線と法理の考察（共著 法律文化社・2021年）
・日本の医療を切りひらく医事法:歴史から「あるべき医療」を考える（共著 現代人文社･2022年）
・インターネット時代のヘイトスピーチ問題の法的・社会学的捕捉（共著 日本評論社・2023年）
・省察・刑事訴訟法（共著 法律文化社・2023年） など

会場

櫻庭 総 氏

日時

山口大学 経済学部教授（刑事法）

2003年 関東学院大学法学部卒業
2006年 関東学院大学大学院法学研究科

博士前期課程修了
2010年 九州大学大学院法学府

博士後期課程修了 博士（法学）
2012年 山口大学経済学部専任講師
2021年 同教授（刑事法）
2021年-2023年 厚労省健康局（法務省・文部科学
省）委託による「ハンセン病に係る偏見差別の解
消のための施策検討会」有識者会議委員

お問合せ

学部庶務課（法）
TEL: 045-306-9333
MAIL: kannaishomu＠kanto-gakuin.ac.jp

12 4 （月）日月

15：10～16：50

横浜・関内キャンパス

YK-901教室

関東学院大学
法学会主催講演会


